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2)破裂性的腹部大動脈噛 手術お よび 2期的 に
大 動 脈 弁輪拡張 症 に対 し手 術 を 行 っ た
h･,Iarfan症候群の 1例
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20代男性.平成12年8月腹痛で発症,造影 CT にて

mb解虻を伴う破裂性胸腹部大動脈癌 lCrawfordⅢ型.

径約10cm)と診断された.部分体外循環下に手術を行っ

た.腹部大動脈に3cm 太の穿孔が認められた,胸腹部

大動脈関根 圧:.pll＼､-e(11で̀1'1122×10mm 使用)を行った.

腹部分枝1本､肋間動脈1対再建した.術後.送lftL側下

肢に虚血再潅流障害を発症し,筋膜切開,植皮を要 した

が,後遺症なく軽快退院した,病理所見は cysticme-

dialneeI･OSisであり,臨床的には Mar･ran症候群で

あった.術前 CTにて太動淑弁輪拡張症 (径6cm)ち

認められていた.大動脈弁逆流は中等度であった.12年

12日に Bpntall型手術 LCat,bomedicsTM23mm+

Ilemashieldrl'1126mmlを行った.Mar･fan症候群で

あったため上行弓部置換 +エレフアン ト.トランク

圧'1.el＼＼･eaveT1122/10/8/8×10mm+HemashieldTh1
22mm)を併施した.術後経過良好で退院した.

3)遠隔画像診断システムを用いた心筋 SPECT
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遠隔医療とは,映像を含む患者情報の伝達に基づいて

遠隔地から診断 や指示などの医療行為および医療に関連

した行為を行うことで,医療の地域格差の解消 .監療の

効率化 (救急患者搬送の適否) ･患者サ-ビスの向上

(在宅医療支援)などの目的で最近いろいろな試みが行

われている.

X線 CT･MRU 核医学などの画像診断の分野は,

装置の各臨床病院への普及が加速度的であり,絶対的に

画像診断医が不足 している状況下では,常勤の画像診断

医がいない病院も多い,また,たとえ画像診断医が存在

する病院においても,その医師だけではか -ヾしきれな

い特殊領域が存在する.この状況を打破するひとつの方

策として.高速ネ､ソト｢7-ク通信網を閃いて遠隔地から
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診断医に読影を依頼する,すなわち遠隔画像診断 (テレ

ラジ寸ロジー)の試みもいろいろ行われている.

私共も,平成11年8月より上越市新潟労災病院との閏

で島津制作所動装置 (SimRAD)を用いて,心筋

てきた,今回そのシステムの内容を紹介するとともに,

現時点における開祖点を説明する.
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1)肺梗塞急性期 にお ける胸部 ･腹部 ･下肢ヘ

リカル CT の役割
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近年 CTの技術革新により血管内の情報を CTで観

察することが可能となった.肺梗塞急性期に肺動脈内血

栓とその原因となる腹部や下肢の静脈内の異常を同時に

検出可能ではないかと考え,当院で経験 した症例につい

て報告する.症例1は37歳の男性,野球中に呼吸困艶に

なり来院,ショック状態であった.肺梗塞を疑い肺血流

シン予で欠損多発,心エコーで右房内に可動性の渡億を

認め,低酸素血症とショックのため PCPS挿入,右房

肢痛による肺塞栓症の診断で緊急開胸手術を実施.術後

の精査のため CTを施行∴占腎腫塙と下天静派内浸潤

の診断であった.症例2は65歳男性,冠動脈バ 1'パス手

術後の確認カテ-テルの安静解除後に肺梗塞を起こした,

CTでは肺動脈内血栓と太腿部の静敗に陰影欠損があっ

た.症例3は75故女性,労作時の息切れと胸痛で来院,

肺血流シンチで陰影矢指あi),CTでは肺動脈内血栓 と

大腿部から下腿部の静脱に血栓を検出した.症例 名目ま41

歳男性,労作時息切れと胸痛を主訴に来院,肺血流シン

チで除幕三矢指あり,CTでは腎臓レベルの 卜大静脈から

右鼠径部まで静販血栓を認めた.以上まとめると,症例

1では血行動態の問題で CT をとれなかったが,その

他の3例中2例で肺動娩血栓を検出でき,また全ての例

で肺梗塞の原因診断 (深部静脈血栓症3例,腎腫癌1例)

が同時に可能であった.肺梗塞例では胸部 ･腹部 ･下肢

へuカル CTにより原因診断が可能で,それを基にし

た治療効果判定に有周と思われた.


